
金
滞
古
邸
志
品
世
間

飽
に
て
、
甚
だ
古
吉
松
門
な
り
し
か
ど
、
駿
世
田
世
鯨
の
後
、
明
治
十

七
年
七
月
十
日
の
夜
出
火
焼
亡
せ
り
。
さ
れ
ば
今
は
鼠
色
の
壁
な
り

し
事
も
僻
訟
の
み
残
れ
り
。
或
は
回
ふ
。
想
推
冊
中
城
内
諸
山
輸
の
格

楼
門
或
は
太
鍛
間
析
な
ど
.
悉
く
白
墜
に
し
て
、
色
壁
の
も
の
は
此
の

成
多
門
の
鼠
色
の
伎
の
み
な
り
。
如
何
な
る
故
陀
や
.
修
理
の
背
中
あ

り
て
も
、
昔
よ
り
の
流
例
な
り
け
ん
‘
鼠
色
の
壁
に
せ
ら
れ
た
り
と
。

金
子
意
永
聞
く
、
民
多
門
は
.
作
事
所
の
mw
設
を
聞
け
る
花
、
天
正

年
中
館
中
の
佐
k

内
山
蹴
助
成
政
と
合
同
制
の
邸
、
分
捕
陀
せ
ら
れ
け
る

古
門
医
て
.
成
政
が
治
作
せ
し
楼
門
な
り
。
放
に
此
の
楼
門
の
破
風

に
桔
観
の
紋

E
付
け
た
り
。
桔
梗
は
佐
々
氏
の
定
紋
な
り
。
此
の
桜

門
の
修
絡
を
命
ぜ
ら
れ
.
破
風
毎
度
地
替
あ
り
と
い
へ
ど
も
.
桔
担

の
紋
所
等
往
古
よ
り
の
如
く

浩
替
す
る
流
例
也
と
。
さ
れ
ば
鼠
時
一

も
.
佐
々
氏
の
時
よ
り
の
色
壁
走
ら
ん
。
佐
々
成
政
と
合
肢
の
時
分

捕
の
建
物
は
是
の
み
な
ら
字
、
宮
艇
に
御
船
小
屋
と
絡
し
.
掃
出
稼
中

御
座
般
の
結
後
あ
り
て
、
共
の
内
へ
姑
共

E
繋
吉
置
か
れ
た
り
。

右

仙
川
被
は
甚
だ
古
宮
物
に
て
、
是
は
佐
々
氏
の
時
の
米
政
の
鞘
た
り
し

を
.
n
Z
も
天
正
年
中
陀
分
捕
に
な
し
、
舶
援
に
せ
ら
れ
し
と
い
ひ
僻

へ
た
り
と
ぞ
。
平
次
按
宇
る
に
.
宕
は
山
山
M

天
正
十
三
年
秀
吉
公
成
政

， 所
と
ぽ
ち
取
.
此
溢
陀
御
細
工
所
可
ν
被
-M刑
判
付
一
之
由
。
且
叉
三
十
人

初
役
所
、
鵠
丸
へ
可
ν
被
ι
仰
付
-
回
日
目
也
。
依
ν
之
地
形
之
給
問
可
=
指
上
一
之

廿
被
s
仰
向
一
御
作
都
器
行
長
潮
普
右
術
門
ね
申
渡
候
。
御
古
希
人
御

馬
廻
相
勤
‘
是
叉
無
=
用
部
一
可
旦
差
除
-
回
目
被
=仰
出
-
也
と
。
艇
や
'る

K
、

利
常
卿
在
世
し
給
ム
頃
は
.
園
初
以
来
の
流
例
陀
て
、
披
中
将
幽
倫

肌

M
U
馬
狙
紘
等
の
脚同士
前
一番
せ
し
か
ど
‘
品
世
様
綱
紀
卿
の
時
よ
り
道

h
k

士
蒋
所
を
止
め
ら
れ
.
軽
卒
の
帯
所

K
て
、
多
分
輪
開
・
干
る
事
と
成
り

た
り
3

金
城
深
秘
録
医
、
王
山
拭
院
丸
、
御
門
左
右
足
級
帯
所
御
Q
部

屋

三

十
人
頭
等
役
所
七
十
問
御
長
屋
士
番
所
足
級
帯
所
。
と
あ

り
。
三
十
人
組
役
所

E
悦
，
丸
へ
被
‘
診
.
馬
廻
組
番
所
の
跡
へ
細
工
所

を
溢
替
の
由
.
前
顛
陀
見
ゆ
れ
ど
、
後
に
止
め
ら
れ
し
と
附
ゆ
。

O
玉
泉
院
丸
周
図

質
勝
五
年
幕
府
図
目
付
胤
抗
野
間
の
答

E
K、

一
、
玉
泉
院
丸
腕
廻

一
、
同
所
櫓

門

一
.
同

所

土

減

四
町
拾
八
問

ク
Ni 

ク
所

一
、
同
所
建
坪

右
椋
門
等
昨
日
坪

百
六
拾
六
坪

金
湾
古
叫
剛
志
巻
四

四
O 

征
伐
と
し
て

、
越
中
へ
出
馬
し
給
ム
時
の
都
な
る
べ
し
。

O
鼠

多

門

橋

此
の
橋
は
、
民
多
門
よ
り
七
十
問
長
屋
門
口
へ
往
来
し
、
玉
泉
院
丸

よ
り
金
谷
出
丸
へ
通
路
の
橋
K
て
、
袋
線
掘
に
架
け
た
る
板
橋
な

り
し
か
ど
、
鹿
務
後
金
谷
出
丸
は
陵
地
と
成
り
、
此
の
橋
梁
も
不
用

た
る
が
ゆ
主
陀
.
明
治
十
年
の
秋
頃
、
朽
ち
制
宇
る
ま
a
A

遂
に
取
銚

ひ
、
絶
え
た
り
け
り
o

按
宇
る

K
・
立
班
十
六
年
六
月
の
火
災
定
住

民
、
玉
糸
院
丸
前
閃
日
向
守
等
五
人
・
奥
力
之
侍
召
述
、
御
土
桜
井

K
御
殿
火
之
用
心
可
=申
付
一
境
問
坂
口
之
橋
よ
り
出
入
可
ν
仕
。
と
あ

り
。
右
坂
口
之
橋
と
い
へ
る
も
の
、
印
ち
民
多
門
橋
な
る
べ
け
れ
ば
‘

究
戒
の
頃
よ
り
阪
に
存
在
せ
し
橋
梁
な
る
背
中
知
ら
れ
け
り
。
同
副
長
の

金
棒
披
古
闘
陀
は
、
此
の
門
を
紀
州
叫
せ
ざ
れ
ば
、
寛
永
八
年
二
，
丸
浩

替
の
頃
架
け
ら
れ
た
る
な
ら
ん
か
。

O
主
泉
院
丸
士
番
所

背
骨
巻
昌
興
自
記
に
、
良
平
五
年
戊
反
六
月
十
六
日
、
玉
泉
院
桜
丸
御

馬
廻
組
御
番
所
之
事
、
御
用
陀
無
v
之
僚
‘
可
弘
正
除
-
旨
昨
日
被
amw出一

今
日
よ
り
器
除
候
。
右
御
窓
之
趣
、
昨
日
予
奉
ν

之
抽
出
正
封
馬
可
制
剖
馬
建
畠

月
評
図
帰
一
因
幡
趨
阿佐
渡
↓
佐
渡
御
披
之
官
廿
支
配
也
。
右
御
丸
御
帯

一
、
同
所
矢
狭
間

一
、
同
所
織
地
狭
間

一
、
問

所

外

銅

拾

七

拾
ク

グ『六

長
さ
折
廻
百
五
十
七

m、
幅
十
五
問
、
深
さ
五
尺
。
但
此
痢
‘
揃
乎

口
之
外
相
州
b
絞
く
。

右
柑
M
M
四
九
年
火
災
以
前
の
休
裁
に
て
.
貸
出
間
前
の
械
聞
に
服
せ
た
る

底
も
、
凡
そ
同
休
裁
に
見
ゅ
。
金
城
深
秘
録
に
、
玉
泉
院
丸
紅
葉

橋
乾
場
武
具
移
行
役
所
土
級
三
つ
左
右
門
足
鰻
祢
所
e

応
部
屋
・

三
十
人
頭
等
役
所
・
氷
室
・
二
蹟
排
出
し

三
つ
・
御
糸
水
御
門
統
帥
叩

蕊

長

橋

掘

絵
左
右
択
松
原
屋
敷
入
口
附
戸
七
十
間
長
屋
・向
端

升
形
土
帯
所

足
腕
番
所
・切
手
門
。
布
此
の
的
輸
の
休
裁
勘
考
す

ペ
し
。

螺

此
の
姻
は
、
本
丸
下
よ
り
玉
泉
院
丸
ま
で
述
紋
せ
る
監
に
て
、
ゐ
も

一

り
掘
と
呼
べ
り
。
此
の
抑
制
の
名
の
来
由
の
事
・
三
州
志
位
却
に
も
紀
縦

一

せ
十
.
鮮
か
な
ら
・
?
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
か
み
大
な
る
綴
鯨
居
た
る

一

。
蝶

掘

故
に
呼
び
モ
め
た
る
陀
や
ロ
能
登
園
風
至
約
七
浦
庄
内

K
、
引
守
村

と
云
ム
あ
り
。
明
和
二
年
の
井
守
村
紀
都
民
、
明
和
二
年
二
月
初
.
共

四




